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【手続補正書】
【提出日】平成23年4月27日(2011.4.27)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　動画像を構成する各フレームの画像において、該画像の指定領域内の部分画像に対して
行う処理内容を記述した第１のスクリプトを保持する手段と、
　処理対象フレームの画像属性が、該処理対象フレームの直前のフレームの画像属性と異
なる場合にのみ該処理対象フレームに対して適用される第２のスクリプトであって、該処
理対象フレームの画像中の前記指定領域に相当する領域を指定するための領域情報が、該
処理対象フレームの画像が取りうる画像属性毎に記述されている前記第２のスクリプトを
保持する手段と、
　前記動画像を構成する各フレームの画像を入力する手段と、
　入力されたフレームの画像の画像属性が、該入力されたフレームの直前のフレームの画
像の画像属性から変化しているか否かを判断する判断手段と、
　前記判断手段が変化していないと判断した場合には、前記入力されたフレームから前記
指定領域内の部分画像を抽出し、該抽出した部分画像に対して、前記第１のスクリプトに
記述された処理内容の処理を行い、
　前記判断手段が変化していると判断した場合には、前記入力されたフレームの画像の画
像属性に対応する領域情報を前記第２のスクリプトから特定し、該特定した領域情報が示
す前記入力されたフレームの画像中の領域を前記指定領域として設定し、該設定した指定
領域内の部分画像を抽出し、該抽出した部分画像に対して、前記第１のスクリプトに記述
された処理内容の処理を行う処理手段と、
　前記処理手段による処理済みの画像を出力する手段と
　を備えることを特徴とする画像処理装置。
【請求項２】
　前記第１のスクリプトには、各フレームの画像から抽出する前記指定領域内の部分画像
に対する画像サイズの縮小率が記されていることを特徴とする請求項１に記載の画像処理
装置。
【請求項３】
　前記処理手段は、



(2) JP 2009-272777 A5 2011.6.16

　前記判断手段が変化していないと判断した場合には、前記入力されたフレームから前記
指定領域内の部分画像を抽出し、該抽出した部分画像に対して、前記第１のスクリプトに
記述されている縮小率に応じた縮小処理を行う、ことを特徴とする請求項２に記載の画像
処理装置。
【請求項４】
　前記第２のスクリプトには、前記処理対象フレームの画像中の前記指定領域に相当する
領域を指定するための領域情報が、前記処理対象フレームの画像が取りうる画像サイズ毎
に記述されていることを特徴とする請求項１乃至３の何れか１項に記載の画像処理装置。
【請求項５】
　前記処理手段は、前記判断手段が変化していると判断した場合には、前記入力されたフ
レームの画像の画像サイズに対応する領域情報を前記第２のスクリプトから特定し、該特
定した領域情報が示す領域を前記指定領域として設定し、該設定した指定領域内の部分画
像を抽出し、該抽出した部分画像に対して、前記第１のスクリプトに記述されている縮小
率に応じた縮小処理を行う、ことを特徴とする請求項４に記載の画像処理装置。
【請求項６】
　更に、
　前記判断手段が変化していると判断した場合には、前記処理手段による動作を待機させ
る手段を備えることを特徴とする請求項１に記載の画像処理装置。
【請求項７】
　画像処理装置が行う画像処理方法であって、
　前記画像処理装置の第１の保持手段が、動画像を構成する各フレームの画像において、
該画像の指定領域内の部分画像に対して行う処理内容を記述した第１のスクリプトを保持
する工程と、
　前記画像処理装置の第２の保持手段が、処理対象フレームの画像属性が、該処理対象フ
レームの直前のフレームの画像属性と異なる場合にのみ該処理対象フレームに対して適用
される第２のスクリプトであって、該処理対象フレームの画像中の前記指定領域に相当す
る領域を指定するための領域情報が、該処理対象フレームの画像が取りうる画像属性毎に
記述されている前記第２のスクリプトを保持する工程と、
　前記画像処理装置の入力手段が、前記動画像を構成する各フレームの画像を入力する工
程と、
　前記画像処理装置の判断手段が、入力されたフレームの画像の画像属性が、該入力され
たフレームの直前のフレームの画像の画像属性から変化しているか否かを判断する判断工
程と、
　前記画像処理装置の処理手段が、前記判断工程において、変化していないと判断した場
合には、前記入力されたフレームから前記指定領域内の部分画像を抽出し、該抽出した部
分画像に対して、前記第１のスクリプトに記述された処理内容の処理を行い、
　前記判断工程において、変化していると判断した場合には、前記入力されたフレームの
画像の画像属性に対応する領域情報を前記第２のスクリプトから特定し、該特定した領域
情報が示す前記入力されたフレームの画像中の領域を前記指定領域として設定し、該設定
した指定領域内の部分画像を抽出し、該抽出した部分画像に対して、前記第１のスクリプ
トに記述された処理内容の処理を行う処理工程と、
　前記画像処理装置の出力手段が、前記処理工程による処理済みの画像を出力する工程と
　を備えることを特徴とする画像処理方法。
【請求項８】
　コンピュータを、請求項１乃至６の何れか１項に記載の画像処理装置の各手段として機
能させるためのコンピュータプログラム。
【請求項９】
　請求項８に記載のコンピュータプログラムを格納した、コンピュータ読み取り可能な記
憶媒体。
【手続補正２】
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【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２６】
　即ち、動画像を構成する各フレームの画像において、該画像の指定領域内の部分画像に
対して行う処理内容を記述した第１のスクリプトを保持する手段と、
　処理対象フレームの画像属性が、該処理対象フレームの直前のフレームの画像属性と異
なる場合にのみ該処理対象フレームに対して適用される第２のスクリプトであって、該処
理対象フレームの画像中の前記指定領域に相当する領域を指定するための領域情報が、該
処理対象フレームの画像が取りうる画像属性毎に記述されている前記第２のスクリプトを
保持する手段と、
　前記動画像を構成する各フレームの画像を入力する手段と、
　入力されたフレームの画像の画像属性が、該入力されたフレームの直前のフレームの画
像の画像属性から変化しているか否かを判断する判断手段と、
　前記判断手段が変化していないと判断した場合には、前記入力されたフレームから前記
指定領域内の部分画像を抽出し、該抽出した部分画像に対して、前記第１のスクリプトに
記述された処理内容の処理を行い、
　前記判断手段が変化していると判断した場合には、前記入力されたフレームの画像の画
像属性に対応する領域情報を前記第２のスクリプトから特定し、該特定した領域情報が示
す前記入力されたフレームの画像中の領域を前記指定領域として設定し、該設定した指定
領域内の部分画像を抽出し、該抽出した部分画像に対して、前記第１のスクリプトに記述
された処理内容の処理を行う処理手段と、
　前記処理手段による処理済みの画像を出力する手段と
　を備えることを特徴とする。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２８】
　即ち、画像処理装置が行う画像処理方法であって、
　前記画像処理装置の第１の保持手段が、動画像を構成する各フレームの画像において、
該画像の指定領域内の部分画像に対して行う処理内容を記述した第１のスクリプトを保持
する工程と、
　前記画像処理装置の第２の保持手段が、処理対象フレームの画像属性が、該処理対象フ
レームの直前のフレームの画像属性と異なる場合にのみ該処理対象フレームに対して適用
される第２のスクリプトであって、該処理対象フレームの画像中の前記指定領域に相当す
る領域を指定するための領域情報が、該処理対象フレームの画像が取りうる画像属性毎に
記述されている前記第２のスクリプトを保持する工程と、
　前記画像処理装置の入力手段が、前記動画像を構成する各フレームの画像を入力する工
程と、
　前記画像処理装置の判断手段が、入力されたフレームの画像の画像属性が、該入力され
たフレームの直前のフレームの画像の画像属性から変化しているか否かを判断する判断工
程と、
　前記画像処理装置の処理手段が、前記判断工程において、変化していないと判断した場
合には、前記入力されたフレームから前記指定領域内の部分画像を抽出し、該抽出した部
分画像に対して、前記第１のスクリプトに記述された処理内容の処理を行い、
　前記判断工程において、変化していると判断した場合には、前記入力されたフレームの
画像の画像属性に対応する領域情報を前記第２のスクリプトから特定し、該特定した領域
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情報が示す前記入力されたフレームの画像中の領域を前記指定領域として設定し、該設定
した指定領域内の部分画像を抽出し、該抽出した部分画像に対して、前記第１のスクリプ
トに記述された処理内容の処理を行う処理工程と、
　前記画像処理装置の出力手段が、前記処理工程による処理済みの画像を出力する工程と
　を備えることを特徴とする。
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